
 
 
最近、不動産価格の上昇により不動産を譲渡する取引が多くなりました。 
今回は先代から相続した、不動産を譲渡する場合の税務申告についてご紹介します。 
 

先代から相続した不動産を譲渡する場合の税務 
 
〇申告要件 
 ・相続により財産を取得した者。 
 ・その財産を取得した⼈に相続税が課税されていること。 
 ・その財産を、相続開始のあった⽇の翌⽇から相続税の申告期限の翌⽇以後 3 年を経過する⽇ま

でに譲渡していること。 
 
〇提出書類 
 ・相続財産の取得費に加算される相続税の計算明細書 
 ・譲渡所得の内訳書 
  
〇計算⽅法・計算式 
 取得費に加算する相続税額は、次の算式で計算した⾦額になります。 
 ※ただし、その⾦額がこの特例を適⽤しないで計算した譲渡益の⾦額を超える場合はその譲渡益相当額となります。 
 ※譲渡した財産ごとに計算します。 
 

  

 
 
〇申告時期 
 譲渡した年の翌年の２⽉１６⽇から３⽉１５⽇まで。 

 
〇相続した不動産の取得費⽤ 
被相続⼈がその財産を取得した時の取得費及び取得⽇も引継ぎます。 
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